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消費税
減税・廃止、
インボイス
制度廃止

最低賃金
1500円

長時間
労働規制

武器輸出・
原子力兵器
武装禁止

担い手3法
（建設職人の
処遇改善と担
い手確保など）

政党
助成金
廃止

各党の「物価髙対策」は…

私たち組合の要求 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

日本共産党 〇 〇 〇 〇 〇 〇 最低賃金を時給1500円以上に引き上げ。
消費税の廃止をめざし当面5%に引き下げ、インボイスの廃止。

社会民主党 〇 〇 〇 〇 〇 × 消費税の減税と廃止、3年間消費税ゼロを断行。社会保険料の半減。
れいわ新選組 〇 〇 〇 〇 〇 × 消費税廃止・インボイス制度の導入撤回。季節ごとのインフレ給付金。
立憲民主党 △ 〇 △ 〇 〇 × 最低賃金1500円以上とし人への投資で賃上げを支援。
中道改革連合 △× 〇 △ － － × 行き過ぎた円安の是正。生活必需品の物価引き下げ。
公明党 × 〇 △ 〇 〇 × 低所得者や年金生活者への給付。電気・ガス・ガソリン等燃料費への支援。
国民民主党 〇 × × × 〇 × 減税・社会保険料の軽減。トリガー条項の凍結を解除。
自由民主党 × × × × 〇 × 高市首相は最低賃金1500円目標を明言せず。
日本維新の会 〇 × × × × × 可処分所得の倍増。減税・成長戦略・規制改革。
参政党 △ × 〇 × － × 積極財政による経済成長と賃上げ。消費税減税と社会保障の最適化。

選挙に行ってくらしと仕事を変えよう!

行
総選挙 2.8

神
奈
川
土
建

要
求

主
要
政
党

政
策

　

１
９
９
９
年
10
月
、
小
渕
第

２
次
改
造
内
閣
の
も
と
で
自
民

党
と
公
明
党
が
連
立
し
、
自
公

政
権
が
26
年
も
の
間
続
い
て
き

ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
10
月
、
自
民
党

は
公
明
党
と
の
連
立
を
解
消
。

新
た
に
日
本
維
新
の
会
と
連
立

政
権
に
つ
い
て
合
意
し
、
高
市

内
閣
が
発
足
し
ま
し
た
。
両
党

の
連
立
は
、
国
民
の
暮
ら
し
、

安
保
・
外
交
、
憲
法
・
民
主
主

義
な
ど
ど
の
分
野
を
と
っ
て
も

日
本
を
か
つ
て
な
い
危
険
な
方

向
に
引
き
込
ん
で
い
ま
す
。

　

自
民
・
維
新
の
政
策
合
意
は
、

国
民
が
求
め
、
最
大
の
焦
点
に

な
っ
て
い
た
「
企
業
・
団
体
献

金
の
禁
止
」
と
「
消
費
税
減
税
」

に
つ
い
て
棚
上
げ
し
、
社
会
保

障
は
国
民
へ
の
負
担
増
を
押
し

付
け
、
安
保
・
外
交
で
は
武
器

輸
出
の
促
進
、
衆
院
議
員
定
数

削
減
法
案
を
臨
時
国
会
に
提
出

（
そ
の
後
成
立
断
念
）
す
る
な

ど
、
物
価
高
対
策
に
は
手
を
打

た
ず
、
国
民
の
く
ら
し
に
背
を

向
け
る
政
治
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

急
転
直
下
で
行
わ
れ
る
今
回
の
「
総
選
挙
」。
仲
間
に
伝
え

る
時
間
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の
要
求
を
実
現
し
て

い
く
た
め
、
家
族
・
現
場
の
仲
間
・
友
人
と
対
話
し
、
み
ん
な

で
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

仲
間
の
声・
願
い
を
実
現
す

る
た
め
に
投
票
に
行
こ
う

　

２
０
２
５
年
は
四
半
世
紀
に

わ
た
る
自
公
政
権
に
終
止
符
が

打
た
れ
、
新
た
に
自
民
・
維
新

政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
。
改
憲

策
動
や
戦
争
す
る
国
づ
く
り
を

加
速
さ
せ
な
い
た
め
に
、
こ
の

総
選
挙
に
の
ぞ
み
ま
し
ょ
う
。

　

神
奈
川
土
建
は
、
政
治
的
、

経
済
的
、
社
会
的
地
位
の
向
上

を
掲
げ
、
１
９
７
４
年
に
歩
み

出
し
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
53
年
、

政
治
を
変
え
、
仲
間
の
仕
事
と

生
活
を
良
く
し
て
い
く
た
め
に

選
挙
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
民
の
く
ら
し
に
目
を
向
け
な

い
自
維
政
権
に
「
Ｎ
Ｏ
」
を
突

き
付
け
、
仲
間
の
願
い
を
か
な

え
る
た
め
、
皆
に
「
投
票
に
行

こ
う
」
と
呼
び
掛
け
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

私
た
ち
の
要
求
実
現
の
た
め
に

そ
う
だ
投
票
に
行
こ
う
！

益田修次
中央執行委員長

※
各
党
の
Ｈ
Ｐ
・
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
か
ら
神
奈
川
土
建
に
よ
る
調
査



神奈川国会行動で私たちの要求を訴えています
　神奈川県内の労働組合や医療、福祉、年金など各分野の団体でつくる「軍事費を削ってくらし、福祉、
教育の充実を―神奈川県国民大運動実行委員会」が毎月行う行動に神奈川土建は積極的に参加し、国会
議員要請に取り組んでいます。仲間のくらしを良くしていくため、「消費税減税・廃止」、「社会保障費
拡充」を先頭になって訴えている組合員で神奈川土建税金対策部長の佐々木さんと同じく社会保障対策
部長の公文さんに組合の要求と今回の選挙に取り組む意義について聞きました。

　

裏
金
事
件
の
解
明
も
、
企
業
・
団
体
献
金

と
い
う
問
題
に
手
を
付
け
る
こ
と
も
で
き
な

い
自
民
党
政
治
。
だ
れ
が
、
い
つ
始
め
て
、

何
に
使
っ
て
き
た
の
か
。
裏
金
づ
く
り
の
実

態
を
徹
底
的
に
再
調
査
し
、
国
会
の
場
で
真

実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ

れ
な
し
に
、
国
民
の
政
治
へ
の
信
頼
回
復
は

あ
り
得
ま
せ
ん
。

　

政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
は
「
対
価
を
徴
収

し
て
行
わ
れ
る
催
物
」
と
政
治
資
金
規
正
法

に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
裏
金
づ
く
り
は
、

企
業
・
団
体
が
購
入
す
る
パ
ー
テ
ィ
ー
券
収

入
を
原
資
に
組
織
的
に
行
わ
れ
、
金
権
腐
敗

政
治
を
生
ん
で
い
ま
す
。
企
業
・
団
体
献
金

に
固
執
し
、
企
業
・
団
体
献
金
と
政
党
助
成

金
の
「
二
重
取
り
」
を
30
年
間
続
け
、
金
権

腐
敗
政
治
を
長
年
続
け
て
き
た
自
民
党
に
、

　

毎
月
、
本
部
や
各
支
部
の
代
表
で
取
り
組
む

神
奈
川
国
会
行
動
。
国
会
議
員
へ
直
接
私
達
の

声
を
届
け
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
へ
の
私
の
思

い
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

ま
ず
私
は
、
政
治
に
関
わ
る
手
段
は
選
挙
し

か
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
運
動
を
通
じ
て
選
挙
で
選
ば
れ
た
後
も

我
々
の
現
状
や
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
何
度
も
繰
り
返
す
う
ち

に
、
そ
れ
は
新
た
な
政
策
へ
の
ヒ
ン
ト
を
与
え

て
い
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

25
年
12
月
、
自
民
、
維
新
与
党
は
税
制
大
綱

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
年
収
の
壁
の
さ
ら
な

る
引
き
上
げ
や
扶
養
控
除
引
下
げ
の
見
送
り
な

ど
一
定
の
配
慮
は
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
27
年

１
月
か
ら
の
防
衛
財
源
確
保
の
た
め
に
所
得
税

増
税
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
に
つ
い
て
は
、
負
担
軽
減
措
置

で
あ
る
「
２
割
特
例
」「
８
割
控
除
」
の
27
年

９
月
末
で
の
廃
止
な
ど
は
見
送
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
「
３
割
特
例
」「
７
割
控
除
」
へ
と

全
く
反
省
が
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
裏

金
の
原
資
は
、
企
業
・
団
体
か
ら
の
パ
ー

テ
ィ
ー
券
収
入
で
あ
り
、形
を
変
え
た
企
業
・

団
体
献
金
で
す
。
金
権
腐
敗
政
治
一
掃
の
た

め
、
企
業
・
団
体
献
金
の
禁
止
と
政
党
助
成

金
の
廃
止
に
踏
み
出
す
時
で
す
。

　

25
年
12
月
、
片
山
さ
つ
き
財
務
大
臣
が
12

月
１
日
に
開
催
し
た
大
規
模
パ
ー
テ
ィ
ー
に

関
す
る
「
パ
ー
券
」
疑
惑
が
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
維
新
の
会
も
藤
田
共
同
代
表
が
関
連
会

社
に
公
金
（
政
党
助
成
金
な
ど
）
を
支
出
、

そ
の
会
社
が
秘
書
に
７
２
０
万
円
の
報
酬
を

支
払
っ
て
い
ま
し
た
。
維
新
の
会
は
「
自
民

党
の
裏
金
問
題
に
見
ら
れ
る
政
治
腐
敗
を
根

絶
す
る
」
と
掲
げ
て
24
総
選
挙
を
た
た
か
い

ま
し
た
が
、
与
党
と
な
っ
た
い
ま
、「
裏
金
」

に
甘
い
自
民
党
に
歩
み
寄
る
姿
勢
を
と
っ
て

い
ま
す
。
維
新
の
う
わ
べ
だ
け
の
「
改
革
」

に
期
待
は
で
き
ま
せ
ん
。「
政
治
と
カ
ネ
」

の
問
題
を
巡
っ
て
は
猛
省
が
必
要
で
す
。

　

私
は
建
設
国
保
が
大
好
き
で
す
。
組
合
員
の

皆
さ
ん
や
ご
家
族
に
と
っ
て
、
重
要
な
制
度
で

す
。
保
険
証
の
存
続
や
国
保
予
算
確
保
、
国
民

に
新
た
な
負
担
を
押
し
付
け
る
子
ど
も
子
育
て

支
援
金
制
度
の
あ
り
方
な
ど
、
地
元
神
奈
川
の

国
会
議
員
に
た
く
さ
ん
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　

国
民
の
生
活
が
苦
し
い
中
、
与
党
で
あ
る
維

新
の
会
議
員
の
国
保
逃
れ
の
報
道
を
耳
に
し
ま

し
た
。
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
議
員
と
は
、
市
町

村
民・県
民・国
民
を
代
表
し
て
そ
の
地
域
や
住

民
の
事
を
第
一
に
考
え
る
べ
き
で
す
。
他
に
も

議
員
の
不
祥
事
を
耳
に
し
ま
す
。
自
分
フ
ァ
ー

ス
ト
主
義
の
議
員
は
即
刻
退
場
願
い
ま
す
。

　

さ
て
、
真
冬
の
解
散
総
選
挙
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
賛
否
様
々
な
意
見
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
ど
う
行
動
す
る
か
を
考
え
る

べ
き
時
で
す
。
国
民
と
し
て
、
建
設
職
人
と
し

て
、
我
々
の
未
来
を
明
る
く
し
て
く
れ
る
候
補

者
を
し
っ
か
り
と
選
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

軽
減
幅
を
縮
め
、新
た
な
増
税
を
課
し
ま
し
た
。

期
間
延
長
は
さ
れ
ま
し
た
が
、
期
限
を
む
か
え

る
軽
減
措
置
の
さ
ら
な
る
延
長
や
、
そ
の
負
担

割
合
い
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
中
小
零
細
事
業

者
・
一
人
親
方
に
は
必
要
で
す
。

　

物
価
や
資
材
の
高
騰
に
賃
金
や
単
価
が
追
い

付
か
ず
、国
会
開
催
期
間
中
、組
合
で
は
毎
月
、

消
費
税
減
税
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
廃
止
を
神
奈

川
県
選
出
の
国
会
議
員
に
訴
え
て
き
ま
し
た
。

組
会
の
要
求
に
理
解
・
協
力
を
申
し
出
た
野
党

議
員
は
い
ま
し
た
が
、
政
府
与
党
に
は
響
か
ず

思
う
よ
う
な
結
果
は
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

私
は
今
回
の
総
選
挙
で
は
、
消
費
税
減
税
・

廃
止
を
求
め
る
と
と
も
に
、
中
小
零
細
事
業
者

に
大
き
な
負
担
を
強
い
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
廃

止
を
求
め
、
し
っ
か
り
と
各
党
の
政
策
を
見
極

め
ま
す
。
家
族
・
仲
間
と
と
も
に
投
票
所
に
足

を
運
び
ま
し
ょ
う
。

　

25
年
12
月
、
建
設
産
業
の
担
い
手
確
保
と

処
遇
改
善
に
向
け
て
担
い
手
３
法
が
全
面
施

行
と
な
り
ま
し
た
。
法
整
備
が
さ
れ
土
台
は

出
来
上
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
あ
と
は
元
請

で
あ
る
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
・
住
宅
企
業
が
責
任

を
果
た
し
、
技
能
者
に
十
分
な
賃
上
げ
が
で

き
る
よ
う
、
中
小
下
請
に
対
す
る
単
価
改
善

を
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

自
公
政
権
の
も
と
、
30
年
以
上
日
本
の
賃

金
は
上
が
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
安
倍
元

首
相
が
掲
げ
た
「
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
」
も
起

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
こ
そ
大
企
業
が
貯
め

込
ん
だ
内
部
留
保
を
労
働
者
に
ま
わ
す
と
き

で
す
。

　

私
は
「
内
部
留
保
を
労
働
者
に
還
元
す
る

政
策
」
が
必
要
と
考
え
、
今
回
の
総
選
挙
の

選
択
に
し
て
い
き
ま
す
。

神奈川土建一般労働組合
期日前投票期間は1月28日㈬～2月7日㈯投票日は

第51回 衆議院選挙 2026年2月8日

賃
上
げ
要
求
が
労
働
組
合
の
最
重
点
要
求
だ
！！

「
内
部
留
保
を
賃
上
げ
と
下
請
単
価
ア
ッ
プ
に
ま
わ
せ
」

「
消
費
税
減
税
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

廃
止
」政
府
与
党
に
は
響
か
ず

し
っ
か
り
と
政
策
を
見
極
め
よ
う
!!

私
達
の
運
動
に
終
わ
り
は
な
い

「
未
来
を
明
る
く
し
て
く
れ
る

 

候
補
者・政
党
を
」

自
民
は
反
省
皆
無 

真
相
を
究
明
し

金
権
腐
敗
政
治
を
た
だ
そ
う

大企業は内部留保
過去最高553兆円！

注：内部留保は資本余剰金、利益余剰金引当金（流動負債と固定負債）の合計。24年は7～9月期
資料：財務省「法人企業統計年報」、単体決算。資本金10億円以上の金融・保険を含む約5500社
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300

400
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（兆円）

08 11 14 17 20 23 24（年度）

労働者は
食費も節約
しているのに

後藤満夫
賃金対策部長

佐々木良春
税金対策部長

公文洋一
社会保障
対策部長

日


